
z4’

プ回グラム・アブストラクト集

Pr｛）σram＆Abstracts
　　b

　　　　2004年12月で5日Pk）～17Eヨ〔盆）

　　　　　　　名古慶圓際会階場

　　Wεd““da、覧Doc甘mhεrl5rl・【lid【1，辱DocヒmlD℃rl7、コOll4

　　　　NH9娼mL〔on貫os、“IIIヒ臨融蟹一IJ1しP・L”

　　　　　　　　主　催．環境省
　　　　憎　掘＝愛湘県・愛知県教青婁黄倉・＆古座市

　　　　　協力：日本内分泌塗乱化学物質掌金

　　1）r鷲凶■泥〇一b、　、踊1剛、ll』りτ【［，¢EI鯉㎞mOllL、｛i蟹1、”rlm閣監・肌t”『，1紬P馳“

く叩螂lh、・心⊂1、ししヤ電τ蝋“爬A漁uP蝋㏄“τ“1臨1“τd曳馳［臨L賦執“し凧q呼o『N巳艮oy“

　　（1叩u．伽【odl》、1叩“四S㏄b巴yo『［『IldIKri四ヒ1715r叩rorRL轍㏄h



ロ鱒－爾

ご挨拶

　内分泌撹乱化学物質は、将来にわたって人の健康や生態系への影響が懸念され

る 方、科学的に未解明な点が多く残されています。環境省では内分泌撹乱作用

が疑われている化学物質にっいて、環境中の濃度測定や有害性の評価などを行い

ながら，諸外国や国際機関等との情報交換を進めてまいりました。

　この一環として・平成10年度から毎年「内分泌撹乱化学物質問題に関する国際

ンノポジウム」を開催しています。世界各国から第 線で活躍中の研究者の御参

加を得て、質の高い議論が活発に展開されてまいりました・その緒果・シンポジ

ウムに対して国内外から高い評価をいただいています。

　シンポジウムの主なねらいは．

　・我が国をはじめとする、世界各国の内分泌撹乱化学物質問題への取組状況に

　ついて、情報を共有すること

　・国際的な連携・協調により進めている内分泌撹乱化学物質問題の研究の方向

　性について議論すること

　・身近な問題であると同時に、地球規模の問盟でもある化学物質への対応につ

　　・て、各方面の閏係者による多面的な意見交換を行う二と

の3点です。

　今年慶は、内分泌撹乱化学物質問題についての正確な情報を今後更に広く国民

に伝えるため、環境教育をテーマとしたパネルディスカノションを行います。ま

た、リスクコミェニケーションに着目したセッションを予定していま弧さらに・

内分泌撹乱化学物質問題に関するこれまでの環境省の取組を紹介させていただく

ほか、北里大学の養老孟司教授による特別講演を予定しています・

　この国際シンボジウムが、世界各国の研究者はもとより・国民にとって意義の

ある会議となることを希望しています・是非とも多くの方々が脚参加くださるよ

うお願い申し上げます．

環境大臣

2004年9月

畝1嬉で会3
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第7回内分泌撹乱化学物質問題に関する国際シンポジウム
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　　　セッション6のアブストラクト以外は英文のみを掲載しています。
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睡ツション6リスクコミュニヶ ション

　　　　　　　　　　リスケコミュニケーションの思想と技術

　　　　　　　　　　　　　　　　木下　冨雄

　　　　　　　　　　　　　　　　甲子團大学

様々なリスクにさらされている今日の社会では、効呆的なリスクコミュニケーションがますます必要ヒなってきた。

環境中の内分泌提乱物質に関するリスクコミーニケー■ヨンはまさにその つの例である。

本講演では．①環境中の内分泌挽乱物質の心理的特質，②リスクコミュニケーションの基磯にある思想と価臆シス

テム・③リスクコミュニケーションの基本原則、④リスタコミュニケーシ耳ンの効果に影響を及ぽす要因、⑤リスク

コミュニケーシ3ンのパラダイムとその実証データ・⑥リスクコミュニケーシ評ンが成功するための組織風土（ある

いは組織ト7プのリーダーシップ）・⑦わが国におけるリスク7ミーニケーションの失敗例と成功例、などについて述
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内分泌擾乱化学物質に対するリスク認知

　　　　　　吉ll監肇子

　　　　　慶鷹義塾大学

筆者らが内分泌撹乱化学物質にっいての国民意識調査の結果を報告するp調査対銀者は，首都圏およぴ近股圏のう

ち、2D歳一69歳の一股男女㎜名であった．主要な結果として1．内分泌撹乱物質個査購では「内分泌か（乱物質」

と表記という用語そのものを聞いたことがない回答者が約2／3ある一方で・俗称である「環境ホルモン｝とい用語は

約9割が「頬っている1と回答していた・2情報に対する二一ズは権在的に高かったが、一方で科学的に正穂ではな

い知識〔いわゆる「しろうと知識」）ばかなり知られていた。3　内分泌撹乱物質とビトの健康障害との関連について、

科学的には未証明であるという事実を知らなかワた回答者が7割強あった・墨　知識と態度間の閲連を分析したところ、

共通して有意に認められた関連性は．旨正拠を重視する態度博マスメディア揺触量，ベネフィノト認知→リスク回避行

動」、「証拠を重視する態度，マスメディア接触量→リスク認知→リスク回避行動、．［探究心→求めている情報噂行政

への要望→リスク回避行動1であった．5、マスメディァ接触量が他の認知要因に影響を及ぽし、その結果、人のリス

ク回避行動を規定していることがわかった・
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　　　一般人の誤解と専門家のかんちがい；環境問題の何がなぜわかりにくいのか

　　　　　　　　　　　　　　　　山形　浩生

　　　　　　　　　　　　　　　　評論家・醐駅家

　ノスクの議論はどうしてもあいまいにならざるを得ない・特に環境閥連の話題では・搬われているリスクは日常生

悟で人々が完全に無視する水準をはるかにr回るし、またその影響も、地球温暖化などでは100年以上先にやっと出る

水準でしかな）㌔それを政治的な課題として採りあげようとすれば、マイナス面を誇張せざるを得ないが・これはダ

イオキシンや環境ホルモン問題・BSE問題で見られるような・実蔭の危険性とまるでかけ離れた過敏な感情的反応を

引きおこすことになる。

　これには・人間の持つ基本的な認識方式の限界とともに・扇情的でなければニュース価値が低いとするマスメディ

ァ．また問題を煽らことで利益を得る団体によるししばしぼ善意の〕歪曲なビも貢献している。さらに1盟D年代の公

害問題で有勅だワた、政府＋企業vs市民団体・といった図式が成立しなくなっているのに、未だにこの図式が多用さ

れ・話をややこしくする・情報の送り手や受け手双方が注意すべき各種の歪曲や誤解の種となる概念・そして基礎的

な確禰についての教育など秘聖奪一ヒすること齢っとよい鞘題
理解には必聾であるウ　　　　　　　　　　
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消費者、製造業者。行政、科学者の間で。産業によって製遁された内分泌擁乱物質の

　　　　　　　　　　　　　リスクコミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　桧井　三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学

　この5年間。日本や他の国で進められた内分泌撹乱物質の研究は、ヒトと助物の身体、臓器、DNAレベルで毒性機

構を理解する新しい知見を生み出した。DNAマイクロアレイ技術は、ヒト遺伝子3万種が活性化、抑制化される状態

を観副可能にした。二の技術により遺伝子が動き醇毒が生成され、複達な化学反応が進行する生命現象を、理解する

全く新しい科学領域が切り開かれたp50兆個の細胞が見事に調和してヒトの生命を維持しているp一つ一つσ）細胞は、

3万個の遺伝子の極めて複雑な、ネソトワークにより動かされているり例えば、TCDDの毒性機構は次のような説明も

可能である。すなわち．細胞内でAL受容体と結合しても酸化、還元の反応を受けず、An受容体と結合し離れまた結

合する繰り返しの過程でチトクローム450酵素群〔1AUA年19A1等）を過剰に動かし．DNA塩基に酸化的にOH付加

体 8弔xodG50HdC　and20H』dA等を生成する。その結果、遭伝子損傷となUその修復が完全でないことから．突

然変異、発癌にいたる道である。しかし、標的となる選伝子塩基対トよ．1個の細胞に3D像個存在するから少々の傷がっ

蒐てもすぐには発癌しないという安心はできない。人体の60兆個の細胞は、生涯、恒常的に遣伝子の突然変異にさら

されている臣日本人口の4分の1は癌による死亡であるα

　TCDDは体内に入ると排出しない。ヒトで体内半減期は石年と推定されている・体外へは、皮膚から皮脂と一緒に、

また糞と 緒に排出され、尿からは排出されない。しかし．妊産婦は、胎児に移行させ、出産により自身のTCDDは

大幅に滅少する。内分泌撹乱物質問題は、水、生態系の環境汚染の研究と同時に、生命科学のDNAレペルにおける基

本的疑間を解明することを必要としている。動物に侵入する有害物質の主要経路は、食物である．我々日本民族は、

蛋白質を魚類に依存し、他の多くの国の人口は陸上動物に依存している．バルト海、五大湖は、ダイオキシン、PCB

他の物質で・ひどく汚染されていることから周辺国政府は・妊婦に対して汚染魚を月 図以上摂取しないように警告

している。このことは我々日本人にたいして重要な予防的対応をすることを警告している。すなわち、周辺海域、日

本海だけでなく太平洋を子孫のために汚染してはならない。

　化学産業によって慰造される有害化学物質，内分泌撹乱物質のリスクコミヌニケーシ，ンをどのように進めるか？

主たる責任は製造寮者にある。製造業者は新規化学駒質が環境に対してどれだけ有書か知っている．製造業者ほ新規

物質の毒性に関する情報を公開しなければならない・しかし環境科学者は・急速に市場に投入される新規化学物質の

数が増加することに懸念を抱いている。特に艇数の化学物質の「複合影響」が、わからない状況から、環場に故出さ

札る有害化学物質の「総量規制」と新規物質の「割り当て規制」が必要と考える。人間の進化がゆっくり進行するが、

TCDD、PCBsなど無数の新規化学物質に適応することは困難と予測される．新規化学物質の中に．ナノテクノロジー

材料として注目されているフラーレンや，ナノチューブも含まれている。

　政府の役割は製造業者が消費者から批判うけることを鹿うのではなく、新規化学物質の毒性に関する上質の情報を

公闊促進することである。消費者は・健康に関する最新の知識と化学物質の環境毒柱を理解する知識を強化すること

が求められている・リスクコミュニケ ンヨンの目的は・消費者・製這業者・行政と環境科学者の間で・「環境信頼形

成」を行うことである。



環境省総合環境政策局環境保健部環境安全課
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